
Ⅰ 研究の目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 指導資料の開発に向けて 

 

 

２ 研究主題の設定 

本委員会では、改訂された教科書を活用した指導の更なる充実を図るため、教科

書の各章の学習を通して「課題（リサーチ・クエスチョン）」を設定させる方法や

「指導と評価の一体化」に基づく学習評価の在り方等を掲載した教員向けの指導資

料が必要であると考え、「『 人間と社会』における探究的な学習の指導の在り方～

改訂版指導資料の開発～」という研究主題を設定し、指導資料を開発 

『人間と社会」における探究的な学習の指導の在り方 

～改訂版指導資料の開発～ 

２ 学習評価の在り方や評価文例について紹介するページの開発 
   東京都立高等学校教育課程編成基準・・資料に基づく・「人間と社会」の目標、各学校が作成した・「スクールポリシー」、「グランドデザ

イン」等による教育目標や育てたい生徒像等を踏まえ、具体的な生徒の姿を見取るに相応しい３観点の評価規準を設け、文章記述による

評価を行うために役立つページを作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 教科『人間と社会」の現状と課題 
「人間と社会」は、平成28年度に必履修教科として設置され、その後、学習指

導要領の改訂の趣旨を踏まえ、令和２年度末に教科書を改訂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年２月 18 日 

教 育 庁 指 導 部 

１ 効果的な教科書活用方法について紹介するページの開発 
教科書の全ての章は、共通した項目で構成 

探究的な学習活動の指導を充実させるため、「問い」を生み出すステップ①からステップ⑥について、具体的な章を取り上げながら、

学習の流れとポイントをまとめた教科書活用方法の紹介ページを開発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「問い」や「「課題「 リサーチ・クエスチョン）」

の設定は、生徒の既有の知識や経験だけでは 

不十分 

社会や生活との関わりの深いテーマを学習

し、既有の知識と結び付けたり、議論したりす

るなどして、「「問い」を生み出し、「「探究のサ

イクル」への第一歩を踏み出すことができるよ

う指導するための指導資料が必要 

改訂版教科書 
10ページ、 
11ページより
抜粋 

 

【作成に当たっての留意事項】 

○「「人間と社会」の評価については、「「総合的な探究の時間」と同様に、文章記述による評価とする。

評価の際、各学校の学習実態に即し、「様々な価値や考え方があるという多様性の理解」、「他者

と協働する意義の理解」、「多面的、多角的考察」、「内面の成長や行動の変化」、「当時者とし

ての意識」等に着目 

○評価のための資料は、ワークシートやレポート等の制作物、ポートフォリオ「 OPPシート等）、授

業の観察記録、体験活動の連携先の報告書、生徒の学習活動である「「自己評価」等の多様な資料を

活用するなどして、総合的に行うことが必要 

「東京都立高等学校教育課程編成基準・資料」 令和元年11月）より 

【教科書改訂のポイント】 

○テーマごとの演習課題に「問い」の設定を加えるとともに、教科書全体を通

して自ら課題を設定し、その解決を図る「探究に至るプロセス」に沿って学

習 

○現代的な課題を取り入れた章を設置 

「チャレンジ～疑問や不思議を言葉 

（又は「問い」）にしてみよう～」 

①この章の学習を通して、「○○」についてどのよう

に考えますか。 

②どうして、そのように考えたのですか。 

③そこから生まれたあなたの疑問を３点挙げてみま

しょう。 

④グループになって、更に深めてみたい疑問を選んで

みましょう。 

第11 章 消費者市民社会 

【本文】 

「エシカル消費」について考えたり、話し合ったり

することができるよう内容を工夫 

【コラム】 

「フェアトレード」、「「サスティナブル」等に関す

るコラムを設定し、自分の考えをまとめ、議論するこ

とにより、自分の価値観を高められるよう内容を工夫 

【ケーススタディ】 

 学校行事におけるＴシャツ作成について、どのよう

な商品を選択するかを考えさせ、行動する力を育成で

きるように内容を工夫 

(3) 現代的な課題を取り入れた章の設置 

…生徒の興味・関心を喚起する教材の開発 

(1) 「チャレンジ～疑問や不思議を言葉 

（又は「問い」）にしてみよう～」 

…「問い」を作成するための教材を開発 

(2) 「次のステップへ進もう～探究に向けて～」 

…生み出した「問い」の中から一つ選び、課題 

（リサーチ・クエスチョン）の設定につなげる 

ための教材を開発 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 検証授業及び成果・課題 

１ 検証授業 

Ⅲ 開発した指導資料 

委員名簿 

東京都立小石川中等教育学校 統括校長 鳥屋尾 史郎 

東京都立砂川高等学校 副 校 長 延 藤  修 一 

東京都立江戸川高等学校 主任教諭 下 西  美 穂 

東京都立六郷工科高等学校 主任教諭 山 内  理 央 

東京都立赤羽北桜高等学校 主任教諭 木 村  裕 美 

東京都立工芸高等学校 教 諭 中村 里津也 

担当 教育庁指導部高等学校教育指導課 指導主事 南濱 隆宏 

２ 成果 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
３ 課題 

次の「問い」は生徒が立てたもの 

 

 

 

さらに、これらの「「問い」を生徒同士の議論や指導書に基づいて洗練させ、下記の

とおり改めて設定 

 

  

 

 

このことから、本委員会で開発した指導資料を活用した授業を展開することは、

「問い」を「課題 リサーチ・クエスチョン）」に洗練させる上で有効 

１ 効果的な教科書活用方法について紹介するページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 学習評価の在り方や評価文例について紹介するページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

アンケートを活用し、回答をリアルタイムで取り上げる事例を紹介 

生徒の疑問を

「問い」にする方

法を紹介 

さらに「問い」

を「「課題「 リサー

チ・クエスチョ

ン）」に洗練させ

る方法を紹介 

●投票した人が得をするような取組はあるだろうか。 

●若者優先の政策をすれば投票する若者は増えるだろうか。 

●18・19 歳の投票率を上昇させるために、義務教育段階から 

できる取組とは何だろうか。 

検証授業だけでは、文章記述による評価文の作成は難しいが、今後、様々な学校にお

ける学習評価の観点や事例を収集するなど、各学校が適正に学習評価ができるように

指導資料の内容をより一層充実させることが必要 

①「人間と社会」の学習を通して、生徒が到達した段階を示す図を作成 

②「「自己理解」→「「他者理解」→「「自己変容」→「「行動変容」の到達段階「 ス

テージ）４段階を設定し、様々な資料を基に、生徒がどのステージに立っ

ているかを見取ることができるように設定 

１ 単元  第19章「主権者・成年としての権利と責任」 

２ 教材  「人間と社会」改訂版教科書 

３ 指導計画 ３時間扱い） 

 

 

 

 

４ 指導のポイント 

(1)「生徒がこれまでに経験したことや身近な問題、現代的な課題を取り上げるなどし 

て生徒の興味・関心を喚起 

(2)「主権者・成年としての権利と責任について自分事として捉えるとともに、広い視 

野に立ち、多面的・多角的に考えるように指導 

 

① 内容の理解を深める学び 0.5時間） 
判断基準を高める学び 0.5時間） 

② ケーススタディ～あなたならどうする？ １時間） 
③ チャレンジ～疑問や不思議を言葉 又は「問い」） 
にしてみましょう～ １時間） 

③「「知識及び技能」的側面、「「思考力「・判断力「・表現力等」的側面、「「学び

に向かう力、人間性等」的側面から、それぞれの観点に基づく学習評価の

文例を作成 

④上記の到達段階「 ステージ）に応じて、適宜、三つの観点から文例を選択

し、各学校の実態に応じて、評価文を作成 

【「行動変容」のステージに到達した生徒の評価文例】 

自分と社会との関わりについて理解し、収集した情報

を活用するとともに、多面的・多角的な視点を踏まえ、

新しい課題を設定し、主体的・協働的に行動したり、学

び続けようとしたりした。 


